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1，粒 径計 測

1．1．は じめ に

　世界的に粒子状物質の 人体へ の 健康影響に対する関心が高 まっ て い る 。 米国では人体へ の健康影響の

　観点か ら粒子状物質 の 大気環境基準が PM10 に加え PM2 ．5が追加され 、また粒子 状物質の 生体

　へ の 影響調査が開始された 。 日本にお い ては、浮遊粒子状物質 （SPM ）の 大気環境基準が すで に定

　め られ て い る 。 自動車の排 出ガス 中に は粒子状物質が含まれてお り、ク リーン な環境を 目指す上 で 粒

　子状物 質の 粒径及び 濃度 （個数）を精度良 く計測する必要がある 。 しか しなが ら自動車排出ガ ス の 粒

　径計測法はサン プ リン グ法も含め確立され て い ない 。こ こ で は 、 自動車か ら排出され る粒子状物質の

　粒径及び濃度の計測法 つ い て紹介する 。

1．2．計 測 方 法

1．2．1．粒子 サ ン プ リ ン グ 装置 と 粒径計 測 装置

　自動車排 出ガ ス 中の 粒径計測はサン プ リン グ装置と粒径計測装置に よ り構成され る。 自動車か ら排出

　され る粒子状物質の サ ン プ リン グ装置は排出ガス を トン ネル に 導入 し希釈 した後、 サ ンプ リング を行

　な う 。

一方、．粒径計測装置 として は空気動力学 （エ ア ロ ダイナ ミッ ク）法を利用 したもの が主流で あ

　 り、静電分級器を用 い た走査型 モ ビ 1丿テ ィーパ ーテ ィ ク ル サ イザー （SMPS ）と慣性衝突方式の 低

　圧 型イ ン パ クターに エ レ ク トロ メーターを組み 合わせ たエ レ ク トリカル ロ
ー

プ レ ッ シ ャ
ー

イ ン パ ク

　ター
（ELPI ）が使用 され て い る。 こ こ で はサン プ リン グ法 と粒径計測法の現状 と問題点に つ い て

　述べ る 。

1．2．2 ，粒 径 の 計 測 例

　自動車に搭載され た エ ン ジ ン排出ガ ス 中の 粒径 計測に関する報告は、米国デ トロ イ トで 開催 された

　SAE 年次総会にお い て 多 く発表されて い る 。 い くつ か の 報告を紹介する 。

・ 中量車用直噴式デ ィ
ーゼル エ ンジ ンか ら排出され た粒子状物質の 粒径 と濃度の 計測を、サン プ リン グ

装置 として マ イ ク ロ 希釈 トン ネル を使用 し、粒径計測装置 と して SMPS を用い て計測 して い る。 こ

こ で は マ イ ク ロ希釈 トンネル における温度、希釈率、湿度、滞留時間を変更 して 試験を行な っ た 。 結

果 として 、 ディ
ーゼ ル 排出ガ ス 中の粒子濃度はマ イクロ希釈 トンネル の温度、希釈率、湿度、滞留時

間の変化に よ り粒子 濃度が最大 2桁の オーダーで 変動す る こ とが示され た 。

D

・ 重量車用 直噴式デ ィ
ーゼル エ ンジ ンか ら排出され る粒子状物質の粒径 と濃度 を ELPI を用い て 計

測を行な っ た 。 粒径が エ ン ジ ン の 出力の 変更に よ り変化 し、希釈 トン ネル で の HC の吸 着、凝縮に よ

り粒径分布が変化する可能性が ある こ とを示 した。

2）

・ 上記の報告か らも示 されて い るよ うに 自動車か ら排出され る粒子状物質の粒径計測は 、 サ ンプ リ ン グ

条件に よ り粒径及び濃度が変動するこ とが分か っ てお り、 粒径計測にお ける変動要因を明 らか に して

い く必要がある もの と考える 。

1．3 ．ま と め

　自動車か らの粒子状物質の 粒径 と濃度 （個数）の 計測におい て 、 サ ンプ リング法と粒径計測法は現状

　確立 されて お らず 、 計測精度の 確立を第一に推進 して い く必要がある もの と考える 。

　 〔参考文献〕

　 1）1．Abdul・Kha｝ek 　et 　al，　SAE 　Paper　1999・Ol・1142（1999）

　2）P ．Ahlvik　et　al
，
　SAE 　Paper　980410（1998 ）
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2 ．ダ イオ キ シ ン 類 計 測

2 ．1，は じ め に

　ダイオ キ シ ン類 とは ， ポ リ塩化ジ ベ ンゾ・パ ラ ・ジオ キシ ン（PCDD ）， ポ リ塩化ジベ ン ゾフ ラン（PCDF ），

　 コ プ ラナ
ー ・ポ リ塩化 ビ フ ェ ニ ル の総称である ，これ らは燃焼過程で非意図的に生成するが ， 毒性 s

　催奇形 性等の 生体影響力が 大 きく， 近年 ， 廃棄物焼却施設等か らの排 出が社会問題 とな り， そ の 排出

　抑讎対策の 基本 となる排出実態の 把握が行われ て い る．

　自動車排出ガ ス 中の ダイオ キ シ ン類（PCDD と PCDF ）濃度は廃棄物焼却施設と比べ 非常に低 く， 国内

　 の排出イン ベ ン トリーにおい て 自動車撲出ガス の 寄与は小 さか っ た D ．

　精度良 い 計測には注意すべ き点 ， 今後検討すべ き課題が多い ．

発生源 排出量 （平成 10年） g・TEQ1 年 　 排出濃度 n 晋TEQlm3

（
＊

：平成 9 年、
＊ 串

：平成 10 年 ）
一
般廃棄物焼却施設 1，340 0．00〜 110 ＊＊

産業廃棄物焼却施設 960 0．00〜560＊＊

自動車排 出ガス 2，14 0，00015〜0．00265＊

2 ．2．計 測方法

2．2．1．排 ガ ス の 捕 集 方 法
2）

・　 自動車排出ガ ス採取法

　直接排出ガス法 ：

　　テ ール パ イ プか ら の 高温 の 直接排 出ガ

　　スを円筒 ろ紙、イ ンビ ンジ ャ
ー と XAD

　　樹脂 を捕集材 に して採取

　希釈排出ガ ス 法 ：

　　テ ール パ イ プか らの 排 出ガ ス を排出 ガ

　　ス 希釈装置に よ り希釈 して低温 化し、ガ

　　ラ ス フ ィ ル ターとウ レ タン フ ォ
ーム を

　　捕集材 に して採取
・ 　 排出ガ ス 捕集量

　測定精度を確保する には、排出濃度に応 じ

　た捕集量を確保する必要があ る．

2．22 ．計 測例 と そ の 注 意 点 ／問 題 点

30 ．20
ξ
畠
卜 0．15
｛、s3

纒
0・10

ハ
，λ 0．05

ヤ O．OO
エ ン ジン　　　恵両A　　　車 両B 車両C

図 希釈排 出ガス 法による測定 結果例

　希釈排出ガス 法に よる測定結果 を図 に 示 す．排出規制物質に対 して は再現性 の 高い 計測法で あ るが、

　希釈空気 中濃度（バ ッ クグ ラ ウ ン ド濃度）が希釈排ガ ス 中濃度 と同レ ベ ル で不安定だ っ た ．
o

●

o

○

■

●

●

2．3．ま とめ

自動車排出ガス中の ダイオ キシ ン類は極低濃度 であ り、 漸 くそ の 概略の 排出レ ベ ルが把握で きた段階で

あ る．発生要因の検 討の ため には計測精度の
一

層の 向上が必要で あ り、 試験環境条件の 測定 ・制御等、

試験の 精度 に影響する因子を検討するこ とが重 要である ．

〔参考文献〕

　1）　環境庁 、 ダイ オキ シ ン排出抑制対策検討会第二 次報告 、 （1999）．

　2）　環境庁大気保全局大気規制課、 有害大気汚染物質測定方法 マ ニ ュ アル ．

　3）　堀江 宥治 、 資源環 境対策 ， Vol．34，　No．10， 45（1998）．

排出ガ ス採取法 （直接／希釈）に より測定値が不
一
致

必要定量下限値に応 じた捕集量を確保するため長時間の 採取が必要．

サ ン プ リ ン グ ス パ イ ク に よる回収率の確認 が必要 ．

排出ガ ス採取系で の 二 次生成を抑制するた め の 温度管理が 必要，

試料採取 ・運搬時の 汚染の 抑制と トラ ベ ル ブ ラ ン ク に よる確認が重 要．

試験環境 （試験雰囲気、吸入空気） ・試験材料 （燃料、潤滑油等）中濃度の確認

分析機 関内で の分析時の定量下限1測定精度管理の実施 3）
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